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青
山
ひ
ろ
か
ず
議
員
（
緑
風
会
）

　

行
徳
地
域
は
地
盤
が
低
い
た

め
、
道
路
冠
水
が
各
所
で
発
生

し
て
い
る
。
中
で
も
相
之
川
１

丁
目
旧
行
徳
街
道
の
相
の
川
バ

石
原
よ
し
の
り
議
員
（
市
民
の
力
）

　

太
陽
光
発
電
は
技
術
的
に
確

立
さ
れ
て
お
り
、
立
地
条
件
が

整
え
ば
費
用
の
回
収
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
の
あ
る
投
資
と
考
え
る
。

ス
停
付
近
交
差
点
は
周
囲
の
道

路
よ
り
低
く
、
大
雨
の
度
に
道

路
が
冠
水
し
て
周
辺
住
民
も
困

っ
て
い
る
が
、
市
は
何
か
対
策

を
講
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
相
の
川
バ
ス
停
付
近
交
差

そ
こ
で
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

効
果
を
実
感
で
き
る
太
陽
光
発

電
の
普
及
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答　
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い

て
は
、
本
市
と
し
て
し
っ
か
り

行徳地域の道路冠水太陽光発電

点
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

現
状
の
排
水
先
で
あ
る
、
相
之

川
第
一
ポ
ン
プ
場
の
老
朽
化
対

策
が
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
ポ
ン
プ

の
増
設
が
可
能
か
、
ま
た
、
旧

江
戸
川
が
比
較
的
近
い
こ
と
か

ら
、
雨
水
を
江
戸
川
へ
直
接
放

流
す
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の

設
置
が
有
効
か
な
ど
、
対
策
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
が
、
太
陽
光
発
電
の
０

円
ソ
ー
ラ
ー
の
仕
組
み
は
、
現

状
で
は
市
民
が
十
分
満
足
で
き

る
も
の
で
は
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
、
蓄
電
池
の
技
術

が
進
み
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
時
代

へ
移
行
し
て
く
る
と
、
市
民
へ

よ
り
良
い
仕
組
み
を
提
供
で
き

る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

相
の
川
バ
ス
停
付
近
交
差
点
の
対
策
は

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
設
置
な
ど
検
討

普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
は

技
術
革
新
を
見
据
え
取
り
組
ん
で
い
く

西
村
敦
議
員
（
公
明
党
）

　

事
前
予
測
が
可
能
な
災
害
対

応
と
し
て
、「
い
つ
・
誰
が
・

何
を
す
る
か
」
を
ま
と
め
る
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
が

久
保
川
隆
志
議
員
（
公
明
党
）

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
の

た
め
、
市
の
指
定
収
集
袋
を
レ

ジ
袋
代
わ
り
に
使
え
る
レ
ジ
ご

み
袋
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体

有
効
で
あ
る
。
さ
い
た
ま
市
で

は
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
を
進
め

て
い
る
が
、
本
市
で
の
普
及
啓

発
に
向
け
た
取
り
組
み
を
問
う
。

答　
本
市
で
は
水
害
ハ
ザ
ー
ド

が
あ
る
。
こ
の
袋
は
一
枚
二
役

と
な
り
、
ご
み
削
減
に
有
用
と

考
え
る
。
ま
た
、
本
市
に
お
い

て
、
小
容
量
の
ご
み
袋
の
販
売

を
希
望
す
る
声
が
あ
る
。
他
市

の
レ
ジ
ご
み
袋
は
小
容
量
の
指

マイ・タイムラインレジごみ袋

マ
ッ
プ
更
新
の
際
、
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
を
掲
載
し
た
冊
子

を
全
戸
配
布
し
て
い
る
。
さ
い

た
ま
市
は
、
市
の
防
災
ア
プ
リ

で
必
要
事
項
を
入
力
す
る
と
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が
自
動
作

成
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
る
。
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
は
自
分
や
家
族
の
命
を
守
る

重
要
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
新

た
な
周
知
を
考
え
て
い
き
た
い
。

定
袋
と
し
て
も
利
用
で
き
、
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
市
で
も

レ
ジ
ご
み
袋
等
を
導
入
す
べ
き

と
考
え
る
が
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
レ
ジ
ご
み
袋
の
導
入
に
よ

り
、
環
境
負
荷
の
低
減
と
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
に
寄
与

す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
は
市
民
の
利
便
性
や
収
集

効
率
な
ど
を
踏
ま
え
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

普
及
啓
発
に
向
け
た
本
市
の
取
り
組
み
は

新
た
な
周
知
方
法
を
考
え
て
い
く

他
の
自
治
体
同
様
に
本
市
で
も
導
入
を

利
便
性
や
収
集
効
率
な
ど
を
踏
ま
え
検
討

防 災環 境

市川市議会の個人情報の保護
に 関 す る 条 例 を 制 定
　個人情報の保護に関する法律

（平成15年法律第57号）が令和３

年に改正（令和５年４月１日施行）

され、地方議会が適用対象外とな

りました。

　このことから、議会における個

人情報を保護するため、新たに議

会として個人情報保護条例を制定

しました。

　本条例は令和５年４月１日から

施行されます。

　令和４年12月２日、５人の議員から「松井努議員（会派「緑

風会」）に対し、地方自治法第１３２条に違反した責任を改め

て問うとともに、議員辞職を含め自らの責任の取り方を示すよ

う勧告する決議について」が提出されました。

　本決議案は、松井努議員が、令和３年12月８日の本会議にお

いて他人の私生活にわたる言論をしたこと等について議会が科

した陳謝の懲罰を受け入れ、令和４年２月８日、議場において

陳謝したにもかかわらず、その後、懲罰を科すことに賛成した

議員22人に対し損害賠償を求める訴訟を同年３月７日付で提起

したことは、懲罰制度を有名無実化する悪質な挑戦をして、議

会の権威と秩序、品位を汚すものであるなどとして、松井議員

に対し、議員辞職を含め自らの責任の取り方を示すよう勧告す

るものです。

　採決の結果、議会は多数をもってこれを可決しました。

松 井 努 議 員 に 対 し 議 員 辞 職 を 含 め 自 ら の
責任の取り方を示すよう勧告する決議案を可決

　令和４年12月12日に開催された中核市移行に関する特別委員

会において、長友正徳委員が、同月２日に「松井努議員（会派

「緑風会」）に対し、地方自治法第１３２条に違反した責任を

改めて問うとともに、議員辞職を含め自らの責任の取り方を示

すよう勧告する決議について」が可決されたことを受け、松井

努委員長に対する不信任決議案を提出したところ、松井委員長

は委員長の辞任願いを提出し、委員会はこれを許可しました。

　これに伴い委員会は委員長の互選を行い、岩井清郎委員を新

たな委員長に選任しました。新たな委員名簿は次のとおりです。

委 員 長　岩井　清郎　　　副委員長　中山　幸紀

委　　員　長友　正徳　　　つちや正順　　　国松ひろき

　　　　　廣田　德子　　　中村よしお　　　髙坂　　進

　　　　　宮本　　均　　　松井　　努　　　竹内　清海

（令和４年12月12日現在）

中 核 市 移 行 に 関 す る 特 別 委 員 会 の
委員長辞任及び新委員長選任について


